７　　．　　硫　 化　 水　 素　　（　H　2　S　）
７．１　性質
１）無色で悪臭（卵の腐ったような臭い）がある。

２）空気よりやや重い（３４／２９＝１．１７）

３）硫化水素ガスが空気中で燃焼すると、二酸化硫黄と水を生じる。

２Ｈ2Ｓ＋３Ｏ2→２Ｈ2Ｏ＋２ＳＯ2
４）毒性ガスであり、許容濃度は１０ｐｐｍである。

空気中に０．０６％（６００ｐｐｍ）含まれていると中毒を起こし、
０．２％になると即死する。

５）腐食性の強いガスで、特に高温高圧において大部分の金属に対して硫化作用があり、装置の材料の選定には注意を要する。

一般には、クロムを含む合金鋼には耐蝕性があり、ニッケル鋼は弱く、場合によっては１８－８ステンレス鋼が用いられる。

６）硫化水素の主な性質

表－１２　硫化水素の主な性質

	分子量
	[－]
	　　　３４．０７

	沸点
	[℃]
	　　－６０．７

	臨界温度
	[℃]
	　　１００．０５

	臨界圧力
	[atm]
	　　　８８．２３

	爆発範囲（空気中）
	[vol%]
	　　　　４～４４

	許容濃度
	[ppm]
	　　　　１０

	溶解度
	[cc/100g]
	　　２５８


７．２　製油所におけるＨ2Ｓ

原油中には硫黄化合物が０．１～４％含まれている。その硫黄化合物はどのように処理されているだろうか。

１）常圧蒸留塔で分留された各留分には、原油中の硫黄化合物が含まれており（一般的に重い留分に多く含まれている）、いろんな装置で脱硫されるが、ほとんどの硫黄化合物は水添脱硫装置で水素添加反応により硫化水素となる。

２）脱硫装置のオフガス（Sour FG）としてガス洗浄装置（４ＳＧＴ（改質アロマ）、ＡＤＩＰ（FCC）、２ＭＥＡ（3THDS））に送られる。
脱硫装置 → ガス洗浄装置 → サルファープラント→ ＴＧＴ装置→大気

　　　　　　 ↓　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　 → ＦＧ → 各装置　　　　　　→　硫黄

７．３　取扱い

１）上記各装置のガス中には、ガス洗浄装置オフガスの硫化水素９５％を最高に高濃度の硫化水素が含まれている。取扱いには特に注意しなければならない。

サンプリング時は時に風上に位置し、エアーラインマスクを装着して行う。

通常パトロール時は臭いに注意し、少しの臭いも見逃してはならない。

２）工事等で開放するときは、温水洗浄、スチーミング等実施し、ガス検知で確認する。もし、許容値以上の場合はエアーラインマスク、換気ファン等の処置を講じる。
３）硫化水素を取り扱っている機器、配管内には硫化鉄が多いので、工事等で開放する場合は、水で湿らせるとか、窒素ブローしながら開放する。開放部附近には、何時でも水をかけられるよう用意しておく。

４）硫化水素は毒性ガスであると共に爆発範囲４～４４％の可燃性ガスであるので可燃性ガスとしての注意も必要である。

７．４　応急処置

１）硫化水素を含んだ水が体に掛かった場合は多量の水で洗う。

２）目に入ったときは水で１５分以上洗う。洗浄後も充血がひどく痛みがとれないときは眼科医の処置を受ける。

３）中毒に掛かったときは直ちに空気の新鮮な所に移し医師を呼ぶ。

４）呼吸が止まっていれば直ちに人工呼吸を行うと共に医師を呼ぶ。

５）患者は安静にして衣服をゆるめ、毛布をかけて暖かくする。
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